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近年の幹細胞生物学における急速な技術発展に
伴い, これまで様々な難治性疾患に対して期待さ
れていた組織再生による治療, すなわち再生医療
が益々脚光を浴びるようになった｡ 幹細胞とは,
自己複製能と多分化能を有する細胞であり, 大き
く胚性幹細胞 (!"#$%&'()*+!" )!,,*-./細胞)
と体性幹細胞 (*&"0+()*+!" )!,,*) の1つに分
けられる｡ ./細胞は受精卵の胚盤胞より樹立さ
れる幹細胞で, 個体を構成するすべての組織の細
胞に分化する能力 (2,3$(2&+!')%) を持つ｡ 一方,
体性幹細胞は個体が成長した後にも様々な組織に

存在しており, 限局的ではあるが体性幹細胞が属
する組織を構成する種々の細胞に分化する能力
("3,+(2&+!')%) を持つ (図4)｡
組織を構成する細胞には, その組織の主な機能
を担う細胞 (実質細胞) とそれを支持する細胞
(間質細胞) とがあり, その特徴が最もよく知ら
れているのが骨髄に存在する造血幹細胞 (5/6*)
と間葉系幹細胞 (7/6*) である (図1)｡ 骨髄
での実質細胞である5/6は, 赤血球や白血球な
ど様々な機能を持つ細胞に分化する｡ 一方, 間質
細胞である7/6*は, 実質細胞の隙間を埋め,
かつ5/6*を機能的に支持する役割を担っいる｡
また, 近年, 7/6*は損傷を受けた組織の修復と
損傷部位での免疫調節にも関与していることが報
告されている｡ このことから, 7/6*は今後の難
治性疾患に対する細胞治療の有用なリソースとし
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間葉細胞は様々な臓器において実質細胞の隙間を埋め, 成熟細胞の生存や実質細胞中の
幹細胞の未分化性を維持する役割を持つとされてきたが, 近年では支持機能にとどまらず
免疫炎症メディエーターとしての役割が示唆され着目されている｡ また間葉細胞の起源で
ある間葉系幹細胞は骨髄を始め様々な組織に存在し, それらが持つ遊走能と免疫調節能が
多くの難治性疾患の細胞治療に有効であると期待されている｡ 本稿では, 間葉系幹細胞に
ついてのこれまでの研究の背景, 組織再生を目指した基礎研究の実際, そして今後の再生
医療への応用に向けて間葉系幹細胞研究が抱える問題点などについて概説する｡


